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試 験 問 題

注 意 事 項

le問 題 は40題(39ぺ 園 ジ)で,解 答時…問 は正味3時 間で す。

2.こ の問題集 は,本 試験種 目終了後に持ち帰 りができます。

3.本 試験種 目の途 中で退室する場合 は,退 室時の問題集の持ち帰 り

はでき象せん力稀 望する脚 颯 ま診渡し脇 別途諜 官の指

示 に従って ください。 なお,試 験時間中に,こ の問題集 を切 り取 っ

た り,転 記 した りしないで ください。

4e下 欄 に受験番号等を記入 して ください。
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[No.1】 次 の文 の内容 と合 致 す る もの として最 も妥当 な の は どれ か。

1980年 代 ぐらい まで の 日本 で は,こ の 臓 争 の た めの学 校 利 刷 が子 どもた ちの学 習動 機 を支 配

曳ズ　一』、
して い ま した。 しか し,1990年 代 以降 は,そ れ が空 洞化 し て き ました。 「よい学校 へ の進 学,よ い

昌
会社への就職 といったって,量 並璽 なる一んうだ」一とL)・う・ムニ ドが銑 たちの世界に広がった。

ところが,経 済のグローバル化や長期化する不景気によって,あ らためて,「競董で勝ち残ゑ左

めの学埜⊥ζ葱≧ゑ像が再浮よりてきています。教育改革で も・職業に役立つということを重視した

漿 鰍 する熱 強まつて嚇 「麺 肇 脚 ・レ 贈 シヤ ・騨

準匹 位 巫 の・みんなそういう湘 こある諜 です・ある学者は・それ鱒 麹 童騨
いう語で表現しています。【鋤 藍とり澄職業の準僻 .iち為回さその予備教育ρ場だ」という考え

方です。

もしも+分 な再分配による「貧富の差が少な窓ぞ笠社会」に
,向かうとすると・そこにおける教育は・

まったく別の役割を描 くことができます♂そうした社会噂 る教育は・おそらく墨 や国麺

繋 残蠣 争噸 昧 罪 鴛 蟹 ・教育の姿です・騰蛭 ±分鱒 髄 受1才るひ ができる一し・

挙拠ま経済的・.政治的∴文伯晦な多穣無 荷荘瀦 をする。個 ソ々くは,社会連帯を支える程

卿 樋 噛 溢 薦 敵 それぞれが勤 良灘 …骸 躍いて轄 してレ刈 というふうな像だ
事一 曽 一 一

と 思 い ま す 。 『

ノ∫ノ〆一『 ㌧

鰭 棚 国民各層に+分 な再分配できるだ1ナの繍 生産性をもたらすよう蜘 的インユラを社会

壷"軸 す輝 消 然果継 す.でも,既翫 臨 樵 撒 鳳 る融 来燦
ま　 　 い 　 てつメ　 　　むつ ヤが 　ぬ ゼ

鞍 建腔 輝 韓 麺 ≒するでしょう・また,市 民各層の+分 繭 麺 董 ⊇ヲーの形成とか,

環境問題など一 なども学校が担うことになると思います。この場合の学校

は,人 々の多様な生き方や社会が抱える多様な問題に向けて,か なりたふ 蓋泌の教育目標 を追求す

る場と裏 磯熊玄孟忌と些生2藩 芝隻学ぶ側の学習動機 も違ってきます。「貧富の差が少ない平等

社会」であれば,子 どもたちは,他 人をけ落として勝ち抜 くための勉強をするのではなく,阜 己実 、

現や他者への貢献の喜びを味わうために学ぶことが求められ惹でしょう。

ぱ ヤ ヨ ば へ

L経 済のぞ竺ご コリ瞬 長剃 里 軽 景気によって・よい学校への進翻=幽 醸醜 ゑん瀧 城

泌 ニ ドが,慰 量 塑 纏癒 塾譲1-一 一

2.学 校 は何 よ りも職 業 の準 備,あ るい はその予 備 教 育 の 場 だ とい う考 え方 は,19β0年 代 ぐ らい

裏での 日本の子どもたちの寧習動薩登支配していた。

3.十 分な再分配により貧富の差が少なくなった平等社会では,誰 もが,個 人や国家の生き残 り競

識 署懸繁i翻灘畿灘鴛2-　 　　 　　ロ　 ノ

5環 境腿 な一 ことによって・子どもたち1ま・馳 拠

乍塑 ζけでは塗く自亘実現や他者琴の貢献の喜びを味むう笥 ∫う嶺賀勲磯をもつようになる・

-1一

[No.2】 次 の文 の 内容 と合 致 す る もの として最 も妥 当な の は どれ か。

声 に出 さな くとも認 識 で き る心 の声,記 憶 してか らか な りた っ て いて も再 生 で きる人 の肉 声や音

楽 の調 べ。 自分 の なか(身 体 内空間)に だ け響 きわた る これ らの音 声 が,実 際 に どの よ うな し くみで

聞 こえて くるのか,科 学 的 に解 明 され てい るわ けで はない 。

,人 間 は言語 を習得 す る と,誰 か と話 した り,im一独 り言 をつ,ぶやや た 隻す る外 言(躯ternalspeech)
ズ ち

の み な らず,心 のな かで 思 考 す る 内言(internalspeech)の 能 力 を一も発達 さ せ る よ う一に な る。つ ま
ヨ 　 　 ら ゑ 　 も

り心の声(内声)は遜 天醜 覚塗 章語(文字どその発畿 聞畿 れ噸 分の声の言司意をもと瞬

ちれて.いるのである。この心的音韻化は,発 声時の筋肉運動をともなう無声の運動音声 として,電

気的に測定することができるという。また,音 声言語医学では,「ブローカ野 と下頭頂葉さらには
め こてヘラヘサ　 ロ　ヘ ハ

ウェルニッケ野 との問の情報交換により内言が生成されている」との実験結果があり,「運動(構音)/

ど騨 置劉 甑変趣 璽 癒ヨと「一 も齢9勲 燗駄銚独 気蝿ゑ餌 あ

凱 とい う。 いず れ の説 も,脳 に記 憶 させ て あ る音 声 が 内言 を構 成 す る とい う点 で 一 致 す る けれ ど

も,耳 の不 思議 な機 能 につ い て は説 明 してい な い。

例 えば,イ ヤ ホー ンを両耳 に付 けて ラジオ ・ニ ュー ス を聴 い て い る とす る。 ア ナ ウ ンサ ー の声 は

ひっきりなしに耳を刺激するが,遡 　 と,卿)聞 に熊 ユ鴇スの
ア 　 もら

重墜 態 握童 憩 頒 薫 吻聾 てシ≧ゑζζ嘆 鮒 彊 耳選 壁 ・桝 界との雛 を断
ち切って 界のほうに奥 〉ているこ.どはいえ,耳 の形状は外に向けられているのだか ら,内 言に集

中することによって聴覚が は轟 鋲かなみなるど考疹るのが正 し勘(旗 軋し起な芝)。それにしても,
``耳を澄ますひ(傾聴テる)、ちいうのは

,た んに烈易ヵ≧らの音声を趣 ζ豊 控翌辺盤 室娃迦 蛙 玄で
、 ～_〆 〆

あ る。 ・・

仮 に,内 言 だ と思 って聞 い て いた 声が,自 分 の もの とは思 え ない声 に転 換 した とす れ ぼ どうだ ろ

う。 しか もそ れが,何 らか の未知 な る伝 達 内容 を一 方 的 に送信 して きた とした ら,そ の人 の逃 れ る

と ころ はない。 どん な畏れ を感 じて も,ひ たす ム そ の声 に耳 を傾 け るしか ない だ ろ う。 傍 らの他 人

に は,そ れが聞 こえ ない。 身 体外 空 間 に もれ る性質 の音 声 で はない 点 におい て は,内 言 と同様,個

人的な現象である。神の声を聞く贅塗笙塾 塵旦立2廻 よ♪まさにこの内葺 と」豪う旦覚Q..-t言語現象

薫確立して檀る必要があうのではな吟 ㌔々 その証拠に,預 言者 となった人々のなかに言葉のおぼつ

かない幼児はいないし,傾 聴や発声のままならぬ者 も見当たらない。預言という責任ある任務の遂

行 には,内 言と外言が ともに発達していなければなち.ないのである。

ス

・廼 亘些瞳 咄 豊怒 とも講 嬉 ゑ心硬 であり・後天的に搬 だ言甜 ま塑塵 塑

次め身体能ガである。

2溶 言喋 中して呼 も 騨 は鰭 識1ζ恥 ぢいており,そのと納 言桝 言の雛 緬 函

はた らい てい る。

〆国 を澄ます"(睡 藝)と い矧 ま・タ邊 蝋 量 鎖 し・内雌 画 鋤 爽 葺である・

侵μ漸 を聞く遜 蜘 こ晦 撫 鞭 であり・謹 勤 羅 聾

∵ 葡 声を聞く啓示体験τ騨 なる内言のよう姻 髄 腺 翠 ま就 癬 麟 責任}

幽 遜.ζ 』ズ位置づけられる。

2



KN・.3】 次の[コ と[コ の文の間に,A～Eを 並べ替えて続けると意味の通った文

章 に な るが,そ の並 べ 方 として最 も妥 当な の は どれ か。

最澄 ・空海による・台,真 言密麺 開宗は仏教界に新 レ填風を入れるゐのであった。彼らは,

それぞれ深山と言うべき比叡山畜 山を根拠地とし∴嶺 鹸 嚥 ⑱ 和的態離 った.
あつ

最澄は日吉神社を,空 海は丹生神社をそれぞれ土着の神 どして螂 一あ杢随 。

Al熊 野信仰は,か かる思想的な流れの中で盛んになったものであろうが,浄 土教の隆盛が一層

それに輪をかけたに違いない。

Blこ のような思想の帰結 として,神 と仏 とを共存させる信仰が起こった。それは結局,本 地垂

　説として現われる。つまり,イ ンドの仏たちが姿を変えて日本に現われて,い ろいろな神々

になった というのである。

C=仏 教の本国インドでも中国でも浄土教は既にすたれていたのである。中国では,浄 土教は唐

の時代,善 導という僧がしきりに浄土教を勧めた頃がその最盛期だったのであろう。

Dlこ ういう本地垂　説によって仏たちと神々の共存が可能になり,そ れとともに日本独自の修

験道というものが現われる。修験道というまさに仏教が土着の神道と混合して出来上がり,山

を聖地 として,回 峰,す なわち山めぐりを主な宗教的な行事 とする宗教である。

E:10世 紀になると,天 台宗の中で浄土信仰が盛んになってい く。念仏は円仁によってもたら

されたものであると言われるが,こ れは真言宗や禅宗のように外国で流行した仏教がそのまま

同時代の日本にもたらされたというようなものではない。

この8世 紀に栄えた浄土教が10世 紀になって日本で盛んになり,そ して11世 紀になって源

信,12世 紀になって法然 ・親鷺 という思想家を生み出して,浄 土教が日本仏教の中心になっ

たのは一体 どういうわけであろうか。私は,日 本人にとって山はもともと死者の住む場所であ

り,山 を根拠 とした仏教はそういう死者の霊 と交わらずに侭いられなくなり,古 くから日本人

の信仰の中心であるあの世信仰が,仏 教のあの世信仰,す なわち浄土信仰 と結びっいたからで

はないかと思う。"1

¥

KN・.4]次 の文の[==コ に当てはまるものとし撮 も妥当なのはどれか.

我が国の家族の中で「世間」溶話題になるのはまずはヨ供の進墨を.めメ』る話題力必 である。子供が

高校から大学に進学する頃,家 族の間で様々な話が行われる。子供は東京か近畿圏の大学への進学

を希望する場合が多いし,そ ういう場合の例を考えてみると,親 は経費を考えて,地 元の国立大学

への進学を勧める。そこで子供 との意見の対立が起こる場合も多い。特に子供がピアニストになり

,たいとか,・カーレーサーになりたいという希望をもっている場合は事態は簡単ではない。親は地方

大学でも国立であるから授業料は相対的に安いし,地 方公務員になって実直な生活を送ることがで
ズ へ

きると硲う。しかし亭供は夫都会に出て暮 らしてみたいとい稀 望をもっ鞭 蚤 一'く
ノ/_一 一～ 　 {～ 一 一一一一一一一一～ 一一_ 、!〆

親は自分が生きてきた人生の中で自分なりの体験をし,そ の経験を子供に伝えたいと思っている。

それ剛1と いう無 である.し か匿 璽ζ羅 子供戯 得豊

ずにい雛 る・緬 睡 議 毒 灘 噸 ・慮 漉 惑一 いのだカ㍉

「世間」の実態を知らない子供には理解できないのである。そしてその「世間」を解説した書物は一冊袖嘘一_瞥_一_ず 一_細　

もないのである。「世間」は我が国の大人が生きて行 くためにまず知らなければならない関係なので

あるが,そ れはどんな書物にも解説されておらず,子 供は太亀鼠なゑ過程で嵐らそれ棄黛璽璽拭な_

気な鎗.¢)である。

× ‡.親である自分自身が蕉と)した大蝉 敬 ぼ こぬないのに,菰 鑑だ[世問一1一をアヅと言わせ看よう'
ノ 、 ノ

な立派な人間になるはずがない・

2.他 人がうらやむような大きな夢を実現させること電可能だが,そ れには想像もつかないよ
、うな

努ヵ.と自己犠牲カミ伴う一ぢ万である'

◎ 子供の頃の夢のよう嘩 醗 かなわぬものであり・それよ嫉 再な生活を志し渥騨XJよ
い

ダ 撃 難 さ騒 たあには・Vつ カrワ…し婦 画と散 醗 加 泌 須であり・夢をこ対す碑 な調＼
ご遼れだけ葱 ま'どうにもならない

5.夢 というものは夢見ていることが楽しいのであり,夢 が実現されたとたん雄虚毛 さだけが残っ》
/一 ノヨ

ハへ の　 ノ
　 リ ヤリ　 ノ

区〕墜 鮎
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〔No.5】 次 の 文 の 内 容 と合 致 す る も の と し て 最 も 妥 当 な の は ど れ か 。

Theonceironcladaxiom*1thatthewealthieranationistheIoweritsbirthratebecomes

isreversedwhencountriespassacertainthreshold*20fdevelopment.

Mostofthetwodozen.nationsthathavepassedthistippingpoint-includingAustralia,

Sweden,France,theUnitedStatesandBritain-areenjoyingmodestbabybooms,breaking

apatternofdecliningfertilitythathasheldfordecades,ifnotlonger.

Ifthetrendholdsfortheseandothercountriesmovingupthesocioeconomicladder,it

couldhavehugeandlargelypositiveimplicationsforwhathavebeenuptonowrapidly

agingsocieties,theresearcherssaid・

Mostwe11-offnationshavelongsinceslippedbelowthefertilityrateneededsimplyto

maintainastablepopulation,anaverageof2ユchildrenperwoman.

Thefurthertheseandothercountriesadvancedalongawidelyusedmeasureofsocial

progresscalledtheHumanDevelopmentIndex(HDI),earlierstudiesshowed,thefewer

babieswerebornperwoman、

TheHDIscaletakesintoaccountlifeexpectancy,GDPpercapitaandliteracyrates,and

runsfromzeroto1.0.OThe2010west-placedcountries-allinAfrica-scorefromO.30to

O.48andthe20highestscorefromO.93toO.97.

Some士esearchersinPhiladelphiaanalyzedrecentdatafrommostoftheworld'snations・'

toseeifanynewtrendshademerged.Whattheyuncoveredwas"afundarnentalchangein'

thewell-establishednegativerelationshipbetweenfertilityanddevelopment."'

Onaverage,nationalbirthratesbegintobottomQutwhentheHDIhitsaboutO.86and

climbagainwhenthedevelopmentindexapproachesO.95,theyfound.

The12nationshighestontheindexaveragedjustover1.8birthsperwomanin2005and

insomecasestheratehascontinuedtoclimbsincethen.

In2008,France,forexample,topped2.Oforthefirsttimeinatleast40years.Chang6sin

societythatmakeiteasierforwomentochoosetohavechildren.areakeydriverbehindthe

richnationbabyboom,thestudysuggests.

いき

.(注)*1ironclad .axiom:揺 る ぎ な い 定 説*2threshold:閾,水 準
、

れ ア へ

1.国 が豊かになれば鷺.るほどL出 生率が低王丈る「という仮説が最近の研究により立証された。
ぬ ハサら　サ 　が ヂ や コ リ の り 　ド

2.フ ィ ラデル フ ィアの研 究者 た ち は,米 国 内.の時 系列 デ ー タ を分析 し,出 生 率 に関 す る研 究 結果

を発 表 した。
　ロ ゴヨ 　 ド　ロ　 ロ ロヒ　

3・(耳D「を箪出。す)るには・従来用や られてきた一人当たP、9Dぞ .など1『加客τ獅レい琴素炉必要で

あることが分かった。"-
Lt-一 … ㌔t-'"一 而幽㌦㍗=一 一n-一 ・一一 一一、τ7マ ーツ 、 一 一 丁㌔ 一 一、

ぴ ぐ いち ヒ コ

4.HDIが 、0-.86前 後 に)なる とそれ まで 一定 してい た 出生 率 が下 降 し は じ め,そ こか ら更 に0.09,ノ

ポ イ ン トHDIが 上昇 レた ζ.ζ.ろで 出生率 が底 を.打つ一ζ とが分 か った 。

⑤ 声 磁 滋 細D雌 岬 ρ蝉 雌 率力岬 ζ転じる鵬 られる・
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〔No.6】 次 の 文 の 内 容 と合 致 す る も の と し て 最 も 妥 当 な の は ど れ か 。

Democracyandcapitalismhavebeenマtumedupsidedown.Capitalismhasinvaded

democracy.Legislationisena6tedwithpublicrationalesthatbearlittleornorelationtothe

realmotivesofthecorporationsandtheirlobbyistswhopushedforthemandlegislatorswho

votedforthem.Regulations,subsidies,taxes,andtaxbreaksarejustifiedasbeinginthe

ノ"
publicinterest"butaremostoftentheprQductsoffiercelobbyingbybusinessesor

industriesβeekingcompetitiveadvantageoveroneanother.ThebroaderpubIicisnot

involved.Citizenvoicesaredrownedout.Thepublicrationalesmaskwhat'sreallygoingon

-whichcompaniesandindustriesgainandwhichlose .

Atthe .sametime,akindoffaux*democracy'hasinvadedcapitalism.Politiciansand

advocatespraisecompaniesforacting"responsibly"orcondernnthemfornotdoingso.Yet

thepraiseandblamearedisconnectedfromanylawsandrulesdefiningresponsible

behavior.Themessagethatcompaniesaremotialbeingswithsocialresponsibilitiesdiverts

publicattentionfromthetaskofestablishingsllchlawsandrulesinthefirstplace。Italso

suggestscompaniesarethemoralequivalenttocitizenswhopossessrights,includingthe

righttoberepresentedinademocracy.Thepraiseorblamei§soonforgotten,andbarely

affectsthebehaviorofconsumersorinvestors.Meanwhile,therealdemocraticprocessis

lefttocompaniesandindustriesseekingcompetitiveadvantage.

Thefirststepinturnihgdem・cracyapdcapitalismrightsideupist・understandwhatis

realandwhatismake-believe.

(注)・faux:偽 のt

1.企 業の活動を支える資本主義の論理は,公 益を追求する民主主義の理念と一体のものである。

ぐ)企 業の・ビイスト活動が,公 共の利益のために行われるべき緻 金支給や課税などについての
政策決定を左右している。'

3.企 業は利潤の追求だけではなく,自 発的に社会的責任を果たすべきである。

4.企 業はすでに民主主義社会において市民 と同等の道徳的責任を果たしているので,法 律でさら

に厳しい規制を課すべきではない。 、

5.企 業の社会的責任に対する関心の高まりが消費者や投資家の行動に変化をもたらしている。

一6一
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〔No.7】 次 の 文 の 内 容 と 合 致 す る も の と し て 最 も 妥 当 な の は ど れ か 。 噂

Itwaslongthoughtthatourlonglifespans,combinedwithgoodnutritionandmedical

care,explainedwhywewereapParentlydifferentfromotheranimals.'Butnoonehad

properlylookedatotheranimals.Nowtheyhave.

Thefirstmultispeciescomparisonofhumanagingpatternswiththoseofchimpanzees,

gorillasandotherwildprimates*suggeststhatthepaceofouragingisnotsodifferentafter

al1.

"There'sbeenthisargumentinthescientificliteratureforalongtimethathumanaging

wasunique,butwedidn'thavedataonaginginwildprimates
.besideschimpanzeesuntil

recently,"・saidSusanAlberts,oftheNationalEvolutionarySynthesisCenter.

Albertsandhercolleaguescombineddatafromlong-termstudiesofsevenspeciesof

wildprimates.Insteadoffocusingonthedeclineinhealthorfertilitythatcomeswithage,

theteamlookedattheriskofdying.Whenthey℃omparedhumanagingrates-measured

astherateatwhichmortalityriskincreaseswithage-tosimilardatafornearly3,000

individualmonkeys,apesandlemurs,thehumandatafellneatlywithintheprimate

continuum.

Humanpatternsofmortality,itturnsout,aresurprisinglysimilartothoseofother

primate忌 一eventhoughwildprimatesdon'thavehealth-careprograms,andareexposedto

sourcesofmortalityfromwhichwemaybeprotected,thescientistssaid。

Inaddition,therearealsoanimalsthatlivelongerthanus.Parrots,clams,somewhales

andtortoisescansurpassourmortalspan.Nonetheless,wehumansarethelongest-1ived

prlrnates.

However,evendespiteJapanhavingthe .Iongesthumanlongevityworldwide,youwill

havenoticedadifferenceinthelifeexpectancyofitsmenandwomen-adifferencewidely

reflectedglobally.Atthetimサofwriting,theoldest .personinJapanisawoman,whowas

bornin1896andis114yearsold.Thegreatestagethatanyhumanhasreached,incidentally,

is122-thatbeinghowoldoneFrenchwomanwaswhenshediedinl997.

Thispatternobservedinhumansissimilarelsewhere.intheanimalkingdom:Asmales

age,theydiesoonerthantheirfemalecounterparts.

Buthere'saninterestingpoint:Thenewstudyfoundthat,in'primates,themortalitygap

betweenmalesandfemales .isnarrowestforthespecieswiththeleastamountofmale-male

aggression.Thatspeciesisamonkeycalledthemuriqui,alsoknownasthewoollyspider

monkey.'

Ofthesevenwildprimatesinthestudy,muriquisaretheonlyspeciesinwhichmalesdo

notfightwithoneanotherforaccesstomates.Thisrnightmeanthatthereasonwhymales

ofotherspeciesdief4sterthanfemalesisthestressandstrainofcompetition・

(注)*primate:霊 長 類

一7一

ー」

1.食 物の豊富さや医学の進歩によって,人 間の加齢に伴 う死亡率の傾向は野生の霊長類 と大きく

異なるようになった。
ミ

2。平 均 寿命 が最 も長 い の は日本人 で あ るが,こ の文 が 書 かれ た時 点 で生 存 して い る最高 齢者 はフ

ラ ンス人 の女性 で あ る。

3.オ ウムや カメ な ど人 聞 よ りも長 生 きす る動物 で も,加 齢 に伴 う健康 の衰 えな どのパ ター ンは人

間 とそれ ほ ど違 いが な い。 .,'

4.最 近 の研 究 に よ り,野 生 の霊 長類 は人 間 と異 な り,雄 と雌 の 寿命 の差 が ほ とん どない ことが 分

か った 。 、
ノヘ ノ

⑤ 雄 どうし題 いに争うことのなレ・サル唖 では紬 の霊顯 と比べて雄と雌の死亡率の差が最ヒリ
も小 さい 。.

〆

一8一



賦o.8]次 の 文 の 内 容 と 合 致 す る も の と し て 最 も 妥 当 な の は ど れ か 。

EversinceAthenstransformedtheDelianLeague*1intoanempireinthefifthcentury

B℃.,smallerallieshavebeentornbetNveenanxietiesoverabandonrnentorentrapment.The

factthatAmericanallieshavebeenabletovoicetheirconcernshelpstoexplainwhy

AmericanalliancespersistedsolongafterColdWarthreatsreceded.Membershipinaweb

ofmultilateralinstitutionsrangingfromtheUNtoNATOhasbeencalledaconstitutional

bargain.Seeninthelightofaconstitutionalbargain,themultilateralismofAmerican

preeminence*2wasakeytoitslongevity,becauseitreducedtheincentivesforconstructing

countervailing*3alliances.

Butgivingothersavoicealsotempered*4Americanobjectivesandmadethemmore

acceptabletoothers.FormerSecretaryofDefenseRobertMcNarnara,oneofthearchitects

oftheVietnamWar,subsequentlyconcluded,"lfwecan'tpersuadenationswithcomparable

valuesofthemeritofourcause,we'dbetterre-examineourreasoning.Ifwe'dfollowedthat

ruleinVietnam,wewouldn'thavebeenthere.Noneofouralliessupportedus."

(注) .*iDelianLeague:デ ロ ス 同 盟*2preeminence:卓 越,優 位 性

*3countervail:対 抗 す る*4temper:和 ら げ る

◎ 粗 こ対して洞 盟国が輝 をもっていたこと賑 ぐ同盟関係を維持できた理由であった・
2.古 来 か ら,大 国 と小 国の 同盟 関係 が,最 終 的 には巨大 な覇 権 国家 をつ くりあ げ て きた。

"3.〕 米 国 は,同 盟 国 との 関係 を重視 しす ぎた た め に,ベ トナム戦 争 に踏 み串 して しまっ た。りぽげノ

4.米 国は,冷 戦中は同盟国の声に耳を傾けてきたが,冷 戦終了後は単独行動をとるようになって

きた。

5.同 盟国の存在により,世 界における米国の影響力は強まり,冷 戦終結への道が開かれた。

弓

[No.9】 次 の 文 の 内 容 と合 致 す る も の と し て 最 も 妥 当 な の は ど れ か 。

Asanembryo*1develops,itexperienceswaveuponwaveofepigeneticchanges.This

wasthoughttobe』afixedprocess,butresearchersnowthinkitcouldbesubjecttoexternal

influences,enablingadevelopinganirnaltoadapガtoitsenvironment."Thefoetus*2and

newborngetinforrnation,primarilyfromthemother,abouttheworldthatitwillgrowup

into,"saidaprofessorfromtheUniversityofAuckland.ButwhathapPensifthat

informationisnotquiteright?

Theprofessorisoneofanumberofscientistswhobelievethatincreasedratesof

obesity,heartdiseaseanddiabeteshavetheirrootsearlyindevelopment;thatadeveloping

foetus'experienceoffactorssuchasnutritionor・stresscouldalteritssusceptibilityto

diseaseasanadult.

AprofessorfromEdinburghUniversityhasshownthatexposuretoabnormallyhigh

levelsofstresshermontesinthewomb*3canalterananima1'sbiology*4.Heexplains,

"Mum'ssendingasignaltojunior -thingsaretoughouthere-soyouhadbettersetup

yourphysiology*5,yourmetabolism,yourbehaviour,inordertoexpecttrauma."A

beneficialadaptationintheshortterrn,butoveralifespan,thesephysiologicalchangesbring

anincreasedriskofdisease.

Andthereisincreasingevidenceitco・uldaffectmoretharionegenegation二Influencesin

severeenvironmentmayaffectnotjustachildinthewomb,buttheinstructionmanualsρf

theegg'andspermcellswhichbecomethenextgeneration.InnorthernSweden,researchers

foundthatfoodshortagesexperiericedbygrandfathersaschildrenhadaneffectonthe
タ

10ngevityoftheirgrandsons.AndintheAvonLongitudinalStudyofPar6ntsandChildrenin

Bristo1,fatherswhotookupsmokingbeforepubertyhadsons.whoweremorelikelytobe

obese.Ifcorrect,thisresearchcouldhavehugeimplicationsforpublichealth."Wereally

havet・f・cus4ttenti・n・nthediet,lifestyleandwellbeing・fy・ungPe・ple,espe6iallyy・ung

womenofreproductiveage,"saysaprofessorfromSouthamptonUniversity.

(注)*1embryol胎 芽*2foetus=胎 児*3womb:子 宮*4biology:生 態

*5physiology=生 理 機 能

、

(

9一

日

1.胎 児は,進 化の歴史を追体験 しつつ,一 定の過程を経て順調に成長するため,母 親から有害で

ない情報のみを受け取るととのできる身体の仕組みをもっているという研究結果が出た。

2.胎 児が外界から受ける影響 と,将 来的に,肥 満・心臓病や糖尿病にかかる可能性には因果関係

はないと多 くの科学者が指摘している。

3.母 親は,ス トレスを受けた場合,ホ ルモンを子宮の周 りに分泌することで胎児を守 り,胎 児は

これにより短期的にも長期的にも病気にかかるリスクが低 くなることが発見された。

4.厳 しい環境は,ヒ トのホルモン分泌に異常をきたすことから,祖 父から孫へ世代を越えて,そ

(講1欝 畿lllll雛 搬 磁 …女
　 ノ

ヘヘ ズ
'一/・ -10一



〔No.10】 次 の 文 の 内 容 と合 致 す る も の と し て 最 も 妥 当 な め は ど れ か 。

LastAugust,Krugrnandecidedtospeakattheworldscience-fictionconvention,tobe

heldinMontreal.Krugmanhasbeenascience-fictionfansincehe'wasaboy.Atthe

convention,Krugmanexplainedthathe'dbecomeaneconomist『becauseofsciencefictiQn.

Whenhewasaboy,he'dreadIsaacAsimov's"Foundation"trilogyandbecomeobsessed

withthecentralcharacter,HariSeldon.Seldonwasa"psychohistorian"-ascientistwith

suchapreciseunderstandingofthemechanicsofsocietythathecouldpredictthecourseof

eventsthousandsofyearsintothefutureandsavemankindfromcenturiesofbarbarism.He

couldn'tpredictindividualbehaviQr-thatwastoo .hard-butitdidn'tmatter,because

historywasdeterminednotbyindividualsbutbylawsandhiddenforces."lfyoureadother'

genresoffiction,youcanlearnaboutthewaypeople"areandthewaysocietyis,"Krugman

saidtotheaudience,"butyoudon'tgetverymuchthinkingaboutwhyarethingstheway

theyare,orwhatmightmakethem,different.Whatwouldhappenif?"

WithHariSeldoninmind,KrugmanwenttoYale,in1970,intendingtostudyhistory,

buthefeltthathistorywastoomuchaboutwhatandnotenoughaboutwhy,soheendedup

ineconomics.Economics,hefound,examinedthesameinfinitelycomplicatedsocialreality

thathistorydidbut,insteadofelucidating*1itscomplexity,100kedforpatternsahdrules

thatmadethecomplexityseemsimple.《 中 略 》.

Inthenineteen-twentiesandthirties,economicshadbeenmorelikehistory:institutional

economiρswasdominantandemphasizedthecomplicatedinteractionsbetweenpolitica1,

socfa1;andeconomicinstitutionsandthecomplicatedmotivesthatdrovehumaneconomic

behavior.ThencametheDepression,andtheonequestionthatpeoplewantedeconomiststo

answerwas"Whatshouldwedo?""Theinstitutionalists*2said,`We11,it'sverydeep,it's

complex,Imean,youjusttalkaboutwhathappenedin1890,'".Krugmansays."Keynesian

economics,whichwascomingoutofthemode1-basedtradition,basicallysaid,`Pushthis

button.'"Pushthisbutton-printmoremoney,spendmoremoney-andthebutton-pushing

worked.Push二buttoneconomicswasnotonlysatisfyingtosomeoneofKrugman'sintellectual

temperarnent;itwasalso,herealizedlater,politicallyimportant.

(注)*1elucidate:解 明 す る*?institutionalists:制 度 学 派 経 済 学 者 ●

嫌 欝 繍 麟 く鶴諮 盤 禁懇 鰻1り もそのような状態をもた
2.Krugmanは,事 実そのものではなく因果関係に重点を置 く歴史学の方法論からヒントを得て

独自の経済理論モデルを構築した。

3。Krugmanは,少 年時代の愛読書の主人公が,社 会の構成要素を理解することで未来予知能力

を獲得したことに影響を受け,個 人を単位として分析する手法を開発した。

4.Krugmanは,制 度学派経済学者にういて,大 恐慌時に人々がどう行動すべきカ}については示

せなかったが,政 治 と経済の関係については納得性のある解明を行ったと評価している。
ユぐノ れヘ ヘ ロ

、'5.IKrugmanは,歴 史 学 も経済学 も複 雑 な社会 の実 態 を解 明 す る一こ とを 目的 として い るが,歴 史

曳 輪 過 去 につ いて
,繍 学 は将 来 につい て重点 を置 くとこ ろに差 異力§あ る と考 えて い る。

一11一
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KN・.11】 次の[=]と[コ の文の間に,ア ～オを並べ轍 て続けると意味の通った文

章 に な るが,そ の並 べ方 と して最 も妥 当 なの は どれか 。

Geethacanbarelyreadandwrite.Theprettyllyearoldistheyoungestchildln

po6rfarnilylivinginruralIndiaShewaspulledoutofschooltwoyearsagobecause

herfatherthoughthertimewouldbebetter .spentlookingafterthefamily'sgoatsand

doingthehousework.

アITheboysinthevillageattendschooleveryday.TheypassbyGeethawhowalksthe

narrowcountryroadalongsidehergoats."Theboysteaseme."shesays,"andI.tell

them,'gotoschoo1。"'

イlShehasseenthevalueofeducationhoweverandhasadifferentdreamforherown

children."Iwi111etm.ychildrenstudジsheヤows.

ウ:Governmentincentivesintheformofbooks,scholarships,uniformsandevenmeals

madenodifferenc6.Alifelongstruggletosurvivemarkedbypovertyandignorance

hassolidifiedtheirviews..

エ:SheWishedshec・uldg・withtbem・"Whenlwasy・unger・lth・iXght,1'dstudywellqnd

getajob.Ireallywantedtobeateacher.NowIjustfollowthegoats."Geethahas

littlehopeforhefownfuture.Likehermother,shewillspendherlifeworkingaround

thehouse.

オ:Geetha'sformerteachertriedtoconvinceGeetha'sfatherandthevillageelderstosend

girlslikeGeethabacktoschoo1.Tonoavai1."Thisisthewayithasalwaysbeen,and

itwillnotchange,"herfatherargued."Ididn'tstudymyself..Wearesimplepeople,"

Perhapsitisalsonottoolateforher。ManygirlsinIndiastartschoolata1皐terage

andwithsupportfromprogrammesorganisedbytheIndiangovermnentand

internationala耳dlocalinstitutionsshemayyetonedayjointheboysontheirdaily

walktoschoo1.
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〈No.12〕A～1の9人 が参加 す る徒競 走 大会 が行 われ た。表 は,上 位4人 の順位 につ いて ア～ エ

の4人 が行 った予 想 と,実 際 の結 果 との合 致状 況 を示 した もので あ る。

この と き,「 順 位 が的 中 した数 」が1,「 順位 は異 な るが,4位 以 内 に含 まれて いた数 」が1で あ る

と確 実 にい え る順 位 予想 は どれ か。

順 位 予 想 結果 との合 致状況

1位 2位

1

3位 4位 順位 が的中した数
順位は異なるが,4位

以内に含まれていた数

ア
ズE

A 建り
)(C

1 1

イ 1
＼Fジ 工

lDノ

ノ

XB
0 3

ウ 』__ HP聯一 E騨一 　～ G～舗一} 0 0

工 メH
lDノ Fン

メC
1 1

1位

＼2うc
ヒ ノ＼

＼＼3.D
＼＼ _/

4。E

5.1

う

位

F

A

H

G

F

2 位

I

E

A

F

E

3 姫

C

F

B

D

G

王

h
レ

ort伽・ 転1

躍 一 一一一1
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ζNo.13]小 学校 の あ る クラ スで は,通 常 は左側 の時 間割 表 で授業 が 行 われ て い るが,7月1日 か

ら9月30日 まで は,右 側 の時 間割 表 のタ う に月曜 日 と金 曜 日が5時 間授 業 に な り,各 曜 日の4時

間目以降の授業(太枠の部分)力郷 響1強 ㌔

黒 冒 幻,:ピ ジ
《通 常 の 時間 割表 》.呼11-《7～9月 の時 間割 表 》,

メ イ
'孝1

憂
更

'な'

』

ll・月 火 水 木 金
一

1道 徳 総合 社会 音楽 体育
'P　 一、

2騒 総斜 国謝 欝数 算数

3社 会 個語)餐 薮1理 科 国語)
＼ ノ ・/〆

41塵 珂 音楽 理科 理科 社会

給 食

5
し体 育 トー,』}『 、

・算 数1
〔'辱 一 　 飼舞 図工

6 蹄 学活＼ 鯖 図工

月 火 水 木 金

1 道徳 総合 社会 音楽 体育

2 国語 総合 国語 算数 算数

3 社会 国語 算数 理科 国語
'
4 努 % 埋 」屡

.渇,/

♂!還 『二 ∫

給 食

5
1体育 ＼

＼舅
図エ レき

εセ

6[＼ 備 ＼ 図工＼

この クラ スのA,B,Cの3人 は,そ れぞ れ時 間割 表 を見 て,次 の枠 内 の準備 を して7月1日 に

登校した斌 ごζのうち一人だけは・課つて通掌の瞳固豊墜灘 し上ため・この日は必要ない

ものを準備 して きて し まった 。 一

A=算 数 を準 備 した。 B=理 科 を準備 した。 C:音 楽 を準備 した。

7月1日 か ら9月30日 まで の時 間割 表 につ い て,次 の こ とが分 か って い る とき,7月1日 の 曜

日 として正 しいの は どれ か。

01週 間 の授業 数 は,国 語 と篁 数 は通常 よ り も1時 日ま2減 るが,.そ の他 の授 業 数 は変 わ らな

い 。

○ 鍵合 と図工 と体育以外ほ,1日2時 間以上ある日はない。

○ ぽi渣 ζ琵楽iはどちらも5.壁固旦にあり・音楽の授業がある日は連続していない。

擁l
y3 .水 曜 日

悪4.木 曜 日

5.金 曜 日
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[No.14】 表 に示 す6冊 の国別 の ガイ ドブ ックが あ り,A～Fの6人

は互 い に異 な るガ イ ドブ ックを1冊 ず つ購入 した。6人 は,あ る週 の
　

月曜 日に 自分 が 購入 した ガ イ ドブ ック を他 の人 に貸 し,他 の人 か らガ

イ ドブ ッ ク を借 り,次 の週 の月曜 日か らは前 の週 に借 りたガ イ ドブ ッ

ク を他 の人 に貸 し,他 の人 か らガイ ドブ ック を借 りて,5週 間 で 自分

の購入 した ガ イ ドブ ック 以外 の5冊 のガ イ ドブ ックをす べ て借 りて読

む こと とした 。.

次 の こ とが分 か って い る とき,正 しい の は どれか 。
ρ

OAlさ,「 エ ジ プ ト」,Eの 購 入 した ガイ ドブ ック,「 タイ」,Cの

○

○

○

○

ガイドブックの国名

アメリカ合衆国

イ タ リア

エ ジプ ト

タイ

トル コ

フラ ンス

購入 した ガ イ ドブ ック,「 アメ リカ合衆 国」の順 に ガイ ドブ ック を借 りた。
12～ 存L・;

Bの 購 入 した ガ イ ドブ ッ ク は,F,D,A,E,Cの 順 に借 り られ た 。
r盈tf'　 サ ス へ

Dの 購 入 した ガ イ ドブ ック は,B,E,C,F,Aの 順 に借 り られ た。

Eは3週 目にFの 購入 したガ イ ドブ ッ ク を借 りた。

'
5週 目 に は,BはFの 購 入 した ガイ ドブ ツク,Dは 「フラ ンス」,Eは 「トル コ」,FはAの 購

入 した ガイ ドブ ック をそれ ぞれ借 りて いた 。
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1.Aが 「フ ラ ンス 」を借 りて いた とき,CはAの 購 入 した ガ イ ドブ ック を借 りて いた 。

亭 β が 「トル コ」を働 てい た とき・Fは 「エ ジ プ ト」を借 りてい た・

3.Cが1週 目 に借 りた ガイ ドブ ックはFの 購 入 した ガイ ドブ ックで あ る。

4.Fが3週 目 に借 りた ガイ ドブ ックは「トル コ」で あ る。

(シ エー9・ア

◎「イ タ リア 」はE,B,D,C,Fの 順 に 借 り られ た 。
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[No。15〕A～Eの5人 が,テ ニ スで ダ ブル スの試 合 を した。各 人 憶,試 合 ご とに異 な る者 とペ ア

を組 み,そ れ ぞれ4試 合 ず つ行 った 。 そ の結果,試 合 数 は全 試合 で5試 倉 で あった ・ 次の こ とが分

か って い る とき,対 戦が 行 わ れた試 合 は どれ か。 職

OABペ ア は,CEペ ア と騰 した 。 ◎ ンC∫ 一!愉8∬

OBCペ ア は,DEペ ア とは対 戦 しな か った。1[一・ii/網 ▽ 、
ワ　 ヨ ら ヘト が り

み3ぜ 一 磁 ゑr〕 一 摘 為ノ・}'

零 》:号 ご 、 ◎ 総 、-!⊥ に 一 》 霞 ノ 昨 丁一一K

鳶驚 齢 ∴,1詞;じ
4・'AEペ ア 対BCペ ア 帯 諮1=1序'伊 ∴;～

5・AEペ ア 対CDペ ア ♂ 鼠 一
.ら 三環 ン ・ヒ β

・ 鯵

【No。16】A,B,Cの3人 が,1～ 百の うちの いず れ か一 つ の 数字 が そ れ ぞれ 書 か れ た5枚 の

カ ー ドか ら1枚 ず つ取 り,自 分 はそ の数字 を見 ず に,他 の2人 に見 せ,自 分 の数字 を推理 して当 て

るゲー ム を した。

この とき,横 で全 員 の カ ー ドの数 字 を見 たDが,Aだ け に「あ る1人 の カー ドの数 字 は,他 の2

人 の カー ドの数字 の和 で す。」と教 えた 。 す る,と,Aは 「自分 のカ ー ドの数 字 が分 か った。」と発 言 し

・た
。 この とき,A,B,Cの カ ー ドに つい て確 実 に い える ことは どれか。

1.Aの カ ー ドは1だ っ た 。.
N〆

/糖 ＼Aの か ドは5だ った。

ぐζ惚 ∵罵膨臨 _
5.4の カ ー ドを持 って い る人 はい なか った 。
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1

[No.17〕 図 の よ うに,一 辺 の長 さ1の 正 三 角 形Aを,一 辺 の長

さ3の 正 三 角形Bの 辺 を滑 る こ とな く転 が して1周 させ,元 の位

置 に戻 した とき,正 三 角形Aの 三 つの頂 点 が 描 くそれ ぞ れ の軌 跡

の長 さの平 均 はい くらか 。
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〔No.18〕 図 の よ う に,底 面 の直 径 がRの 直 円錐

の側 面 を水 平 面上 で 滑 らな い ホ うに転 炉 した ところ,//一

ち ょ うど直 円錐が8回 転 した ときに水 平 面上 の円 を(.

一 周 して元 の位置 に戻 った
。

この直 円錐 の表 面 積 はい くらか。
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5
[No.19】 正 方 形ABCDに お い て,点E,Gは 辺AB及 びA/簗E

辺CDを そ れ ぞ れ1:2に 内 分 す る点 で,点F,Hは 辺BC及

3・び辺DA
.の中点 で あ る。 図 の よ う に各 点 を結 ぶ と き,平 行 四

辺形BPDOの 面積は正方形ABCDの 面積の何倍 となるか・ うH
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[No.20】 図 の よ うに,斜 辺 の長 さが お,面 積 が1の 直 角 三 角形 の各 辺上 に,各 辺 の長 さを一 辺

どす る正 方形 を作 り,各 正 方形 の外 側 の頂 点 を線・分 で結 ぶ 。 この とき,太 線 で 囲 まれた六 角形 の面

積 はい くらか。'
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【No.21〕2人 の プ レイ ヤ ーが,「 ☆ 」「△」「㊧」の3種 の うち のい ず れ か一 つ の柄 が表 に描 か れた 一'f"

カ ー ドを そ れぞ れ の栖 につ き2枚 ず つ,計6枚 の カー ドを用 いて次 の よ うなゲ ーム を行 っ た。

06枚 のカ ー ドを裏 返 して置 く。"

○ プ レ イヤ ー はカ ー ドを2枚 続 けて開 く。'

○ 開 い た2枚 のカ ー ドの柄 が同 じだっ た場合,プ レイ ヤ ー はその2枚 の カー ドを取 り,さ らに

残 っ た カー ドか ら2枚 続 けて開 く。

○ 開 い た2枚 のカ ー ドの柄 が違 っ た場 合,プ レイ ヤー は 開いた カ ー ドを裏返 して手 番 を交 替 す

る 。

06枚 すべ て のカー ドが な くなっ た と ころでゲ ー ム は終 了 す る。

各 プ レイ ヤー二が既 に開 か れた カー ドの柄 と位置 を正確 に記 憶 し,か つ,自 らの手 番 でカ ー ドを取

るた めに次 の よ うな合 理 的 な手段 を選 んだ もの とす る とき,後 手 のプ レイ ヤー が6枚 す べ て の カー

ドを取 る確 率 はい くらか 。 、

・同 じ柄 の組 の カー ドが既 に判 明 してい る場合 に は,そ の柄 の組 の カー ドを取 る。

・1枚 目 に開 くカー ドの選 択 にお い で,未 だ 開か れ てい な いカ ー ドが ある場合 は それ を選択 す る。

・2枚 目 に開 くカー ドの選 択 にお い て
,既 に1枚 目に開 いた カ ー ドと同 じ柄 の カー ドが 判 明 して

い る場 合 に は,そ の柄 のカ ー ドを取 り,そ うで な い場合 に は,未 だ開 かれ て いな い カー ドを選

択 す る。
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KNo.22〕 耕 作 放棄 地 の有効 利 用 の た め,家 畜 の放 牧 をす る こ とと した。 い ま,面 積30ア ール の

耕作 放 棄地 に2頭 の 牛 を放牧 す る と, .30日 で生 えて い る草 が す べ て な くな った 。 また,面 積60

ア ール の耕 作放 棄地 に2頭 の牛 を放牧 す る と,180日 で草 がす べ て な くな った。

この場合,4頭 の牛 を面積106ア ー ～レめ耕 作放 棄 地 に放 牧 した場合,何 日で草 は な くな るか ・

た だ し,1顛 の牛 が1日 に食 べ る草 の量 や1日 に伸 び る草 の量 は,そ れ ぞれ 常 に一定 量 で あ る と

し,放 牧 す る前 の耕作 放 棄地 に は十 分 に草 が生 えて お り,そ の単 位面 積 当 た りの草 の量 は・広 さに

/関 係塗く同pで あるものとする♂
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【No.23】 同b大 きさ の正方 形 のマ ス 目が12個 描 か れ た 紙が あ り,う ち2宿 の正 方 形 が下 の図 の

よ うに黒 く塗 りつぶ されて い る。 この紙 か ら,立 方体 の展 開図 とな る よう6個 の正 方形 を選 び,そ

れ らが描 か れた紙 片 を切 り取 る。 この と き,切 り取 った 展 開図 とな る紙 片 に黒 く塗 りつ ぶ された 正

方形糊 鱒 るような選び方は何通りあ猟 ⑦ 考
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[No.24】 テー ブル に向か ってA～Dの4人 が 図 の よう に座 り,次 のル ール に従 っ てテー ブ ル 中央'4.it

に裏 返 しに置 か れ た12枚 の カー ドを,A～Dの 順 番 で1枚 ず つ引 い てい きs得 点 を競 うゲ ーム を

行 っ た。

○ カー ドの 内訳 は,ス ペ ー ドの1～4,ハ ー トの1～4,ダ イ ヤ の1'～4で あ る。

○ 引いたか ド醐 べ ゆ 場合 か ドの辮 力㍉ か ド翻 硫 廊 動 得点となる。

○ 引いたか ドが∈ 動 場合 か ドの数瓢 か ドを引いた人慮 藪 泳 の得点となる。

○ 引いたカード纏ダま惣の場合 カードの数字が・カードを引いた人璽左隣ρ澱の得点となる。

○ 引い た カー ドは,元 に戻 さない こ ととす る。

1回 目 にBとDの 引 い たカ ー ドの数字 は同 じで,ま た,9全 員 が1回 目の カー ドを引 き終 わ った後

の得 点 を見 る と,Aは9点,BとDは0点,Cは3点 だ った。

2回 目 にAとDの 引い たカ ー ドの数字 は同 じで,ま た,全 員 が2回 目のカー ドを引 き終 わ った後

の得 点 を見 る と,Bは6点,Dは5点 だ った 。

この とき,Cが2回 目に引 いた カー ド として正 しいの は どれか。
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【No.25】 毎 秒1回 転 す る 半 径

5mmの 芯 に,厚 み が均 一 の テー

プ をた る まない よう に巻 き付 け る。

巻 き付 け始 め て か らち ょう ど30一

分 経過 した と ころで テー プ部 分 の

厚 み は36Mmに な った 。 こ の と

き,芯 に巻 き付 け られ た テー プ の

長 さ はお よそ何mか 。
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覆No.26]次 の図表 は,あ る都市 の世 帯構 成 の状 況 等 を示 した もので あ る。 これ らか らい え る こ とrA」

と して最 も妥 当 なの は どれか。

表1世 帯構造別にみた世帯数の推移 (世帯数)

調査年 総世帯数 単独世帯 核家族世帯 三世代世帯 その他の世帯

1975 32,878 5,991 19,305 5,548 2,034

1980 35,339 6,402 21,319 5,714 1,904

1985 37,226 6,850 22,745 5,672 1,959

1990 40,272 8,446 24,153 5,428 2,245

1995 40,771 9,213 23,998 5,082 2,478

2000 45,545 10,988 26,938 4,823 2,796

2005 47,043 11,580 27,872 4,575 3,016

2010一 48,012 11,955 28,808 4,015 3,234

表H核 家族世帯における世帯構成の内訳 (%う

調査年
1

合計
夫婦のみの

世帯

決 婦と未婚
の子のみの

世帯

ひとり親 と

未婚の子の
みの世帯

1975 100.0 33ゴ20.1 72.7 7.2

1980 100.0 21.7 揮9?71.4 6.9

1985 100.0
ゼ

23.8 68.6 7.6

1990 100.0 27.7 63.8 8.5

1995 100.0 31.2 1・旨 偽60.0 8.8

2000 100.0 35.0 /惣融 ジ55.4 9.6

2005 100.0 36.9 52.4 10.7

2010 100.0 摩 む37.1 51.7 '
11.2

㎜一

1

(%)

25.0

20.0

15.0

10.0

5.O

O.O

高齢者世帯が総世帯数に占める割合

醗

/ζ20
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7.7

10.8

語.8
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11 1 量 」 雛 巳1
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図1.2010年 の夫 婦 のみ の世帯 数 は,1975年 の2倍 弱 とな ってい る。

1叢継饗1∵1瀧驚∴マ　 ノ＼＼_ノ

＼4.20ユ0年 の ひ と り親 と未婚 の子 の みの世 帯 数 は,1975年 の約1.5倍 とな ってい る。

5.1975年 か ら2010年 までの高齢 者世 帯 の増 加i数は,核 家族 世 帯 の増加 数 よ り1,000以 上 多 い。
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KNo.27】 図 は,A～E国 に つ いて,一 人 当た りGDP及 び公 的 教育 支 出 のGDP比 を示 した もの

で あ り,か っ こ内 の数値 は各 国 のGDP.の 値 を示 してい る・ この 図力)らい え る こ とと して最 も妥 当

なのはど楓 凹 擁 調魂rξ鎚 噛 呼'… 勘

　　 び の

一 人 当 た りGDP(ド ル) ,i.,;詔 ぐ 一

48jOOO

46,000

44,000

42,000

40,000

38,000

'
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30,000

3.03.23.43.63,84.04.24.44.64。85.05.25.45.65.8

.噺 、 切 懸 的教敲 論 諭 比(%漕 夕く 読∴吟鉄

舞 辮3晦 〈 ・3・1鹿 τcこ ざ諒 グ6/oδ ぴ きξ窟

℃,>1.一一人当たり鹸 翻 が蛸 霧V、 のはE函 認 る.嬬 序 ジ

.八 的教 育 支 出が2番 目 に多 い の はB国 で あ る。
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KNo.28】 近年の我が国の宇宙開発に関する記述 として最も妥当なのはどれか。.

1.宇 宙産業の国際競争力を強化することを目的として,こ れまでの我が国の宇宙開発の基本方針

であった宇宙基本計画をもとに,2009年 に宇宙基本法が成立 した。同法では,宇 宙開発利用は

国民生活の向上や災害 ・貧困の除去などの目的に限ることとし,安 全保障を目的としないことが

明記された。

2.ス ペースシャトルの運用終了に伴い,国 際宇宙ステーションと地球 との往復手段の確保が問題

となっており,我 が国では2013年 度以降打ち上げが予定されている有人宇宙ステーション補給

機「こうのとり」が完成するまでの間,米 国の商業軌道輸送サービスであるソユマズ宇宙船を利用

することとした。

X,〆3.我 が国初の惑星探査機として2010年 に打ち上げられた「あかつき」は,同 年12月 に金星への着
〉

陸及 び地 表 の物 質 の採 取 に成 功 した。 引 き続 き,火 星 で も同様 に地 表 の探 査 を行 い,2016年 に

は地 球 に帰 還 して,回 収 した物 質が 分析 され る こ どとな って い る。

,4.我 が 国 は国 際宇 宙 ステ ー シ ョンの建 設 におい て,居 住 棟 とな る「きぼ う」の設 置 を担 当 し,こ れ
、 ノ

ー'vTまで 山崎 直 子飛 行 士 や
,野 口聡 一 飛行 士 が作 業 を行 った。2009年 に「きぼ う」が完 成 した こ とに

よ り,宇 宙 空 間 に3か 月 を超 す 長期 滞 在 が初 めて可 能 とな り,2010年 には若 田光一一飛 行 士 が 約

欝 轍徽 醗繍 叢濡麟謙
蓬 り,2010年9月 には,GPSを 補完するための準天頂衛星「みちび § 一[L叫 によ

亘江ち上げられ舟

ぐ薯

【No。29】 我が国における高齢社会の状況及びこれに対する取組に関する記述 として最も妥当なの

はどれか。

1.我 が国は平成21年 現在,総 人口に占める65歳 以上の高齢者人口の割合が30%を 超える高齢

社会である。これを都道府県別の高齢化率でみると,昭 和50年 は首都圏以外が高い傾向にあっ

たが,平 成21年 では東京都が最も高い。これは,東 京都の人口当たりの病院数が最も多いこと

がその理由とされている。
!'『 、＼ ＼

2.1高齢者世帯の所得の70%を 占める公的年金を持続可能で安定的なものとするため,平 成21年

度から基礎年金の国庫負担割合が,こ れまでの2分 の1か ら3分 の2に 引き上げられた。また同

年に,公 平 ・透明で分かりやすい年金制度 とする観点から,年 金一元化法案が成立し,平 成25

年度から厚生年金 と共済年金が一元化されることとなった。

魂鍵 篶篇灘 ご讐総 奮蘇
ら,介 護従事者の処遇改善に結び付けるため,平'21に は,各 介護サービス事業者に支払

拠 る介護報酬に癬 の改定が行われた。 ・.

4高 齢者の医療費を安定的に支え,国 民皆保険制度を将来にわたり維持するために,平 成20年

に長寿(後期高齢者)医療制度が創設された。この制度では,医 療費の窓口負担が2割 から1割 に

軽減されたが,こ れまで保険料が徴収されなかった被用者保険の被扶養者が保険料の徴収対象と

されたこと等が問題 とされ,平 成22年 度末に廃止された。

5高 齢者の雇用機会の確保のため,労 働基準法において,平 成25年 度までに従業員の定年年齢

評 を65歳 まで延長することが企業礒 務づけられた.ま た,こ の経過措置として,平 成24鞭 ま

では,定 年退職者に対して,65歳 までの何らかの雇用継続措置をとることが義務づけられている。

＼

、
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＼

[No.30】 中東 ・アフリカ諸国の近年の動きに関する記述として最も妥当なのはどれか。

1.エ ジプトでは,2011年1月 に,長 期政権を維持してきたムバラク大統領の退陣を求めるデモ

が全土で発生 した。同大統領は軍による武力弾圧を行ったがデモは拡大し,軍 部のクーデターに

より同大統領は失脚し,国 外に亡命した。一時的に軍部が全権を掌握していたが,同 年のうちに

エジプ ト全土で総選挙が実施され,軍 部から政党政府へ政権が移管された。

2.チ ュニジアでは,フ ランスからの独立以降 国王による統治が行われてきたが,2011年 初め

のエジプトの混乱を受けて首都チュニスから反政府デモが広がった。これにより国王は国外に亡

命し,王 政は崩壊した。王政崩壊後はベン ・アリ暫定首相を中心に新体制づくりが進められてい

る。

〈3 .リ ビアでは,2011年2月 に,カ ダフィ革命指導者の退陣を求めるデモが首都 トリ=ポリで発生

し,全 土に波及した。同指導者による反政府派への激しい武力行使に対し,反 政府派は国際社会'

の介入を求めたが,国 連安全保障理事会のリビアへの介入決議は米国等の反対により否決された。

擁諺 灘簸熱 轟濃 禦薦豊＼さ/

瞬 南部スーダンの独立を問う住民投票の結果を受け,7月 に南部スーダンが 一;tsN共

和 して独立し 玉蓮に 口明した。

5.シ リアでは,学 生が首都サヌアでアサ ド大統領に対し,抗 議デモを起こし,こ れが全土に広

まった。同大統領は次期大統領選挙への不出馬を表明したがデモは収まらず,2011年6月 の反

体制派による大統領府への砲撃により同大統領 は負傷し,療 養先のサウジアラビアで2011年 内

での退陣を表明した。f

隔ぐ 評

[No.31〕 ニ ュー トンは,惑 星 は太 陽 か らの引 力 を受 けて公転 して い る と考 え,ケ プ ラー の法則 と

自分 で打 ち立 て た運動 の法 則(ニ ュー トンの運動 法則)か ら,太 陽 の質 量 と惑星 の質量 の積 に比例 し,

距離 の2乗 に反比 例 す る よ うな力が,太 陽 と惑 星 の間 に働 いて い る こ とを見 いだ した。 ニ ュー トン

は,こ の考 え方 を拡 張 して,こ の 引力 が あ らゆ る物 体 の問 に働 くもの と結論 した 。 これが万 有 引力

で あ る。

こ こで,・地 表 の重 力加 速度 の大 きさ を1.0×10m/s2,地 球 の半径 を6.4×103klnと した とき,

地 表 か ら高 さ6.4×103kmの 地点 で の重 力加 速度 の大 きさ と して最 も妥 当な の は どれ か。

た だ し,地 球 の 自転 や,他 の天体 等 か らの影響 は無 視 で きる もの とす る。

1.1.6m/s2

2.2.Om/s2

③2・5m/s2

4ミ3.31n/s2

5.＼5.Om/s2

＼ナ

'

轡

!か ・
一 ∫}・ 〃 ・素
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〆
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〔No.32】 次 の文 は化 学物 質 に関す る記述 で あ るが,A,B,Dに 当て は 零る もの の組 合 せ として

最 も妥 当 なの は どれ か。

洗剤やガラス・医薬品の製造などに利用されている[コ は泊 色粉耗 その水溶液は塩

麗 を示す.〔 エ コ は化学エ業にとって聾 な製品であり,エ 業的には,以 下のような製法(ア

ンモ ニ ア ソー ダ法)に よって大 量 に生産 されて い る。

① 塩化ナ トリウムの飽和水溶液にアンモニアを十分吸収させてから,[=亘=コ を加熱して分

解 させ ることにより得 られた気体 をこれに吹 き込むことにより,比 較的溶解度の小さい
/

[==コ を析出させる。

②[=]を 加熱 して分解させることにより[コ を得る。'

①の過程で向時に生成する[=コ Σ=コ は,肥 料としてそのまま使用したり,あ るいは,こ れに

[=藁==]を 反応させてアンモニアを回収することもできる。また,② の過程で得 られる気体は,
1.

①の過程で吹き込む無体 と同じであるので,① の過程で再利用することができる。

A

1.硫 酸 カル シウム

2.硫 酸 カル シウム

3.炭 酸 カル シウム

◎ 炭酸押 ウム
ドヂへ 　 　

ζ5・耀 ナトリ)ウム
、 ノ

騙
、

(

し
＼

B

水酸化カルシウム

・炭酸カルシウム

炭酸ナトリウム

炭酸カルシウム

炭酸水素ナトリウム

D

炭酸カルシウム

塩化アンモニウム

塩化アンモニウム

塩化アンモニウム

炭酸カルシウム

ム,噛 冶

〆

[No.33】 環 境 と生物 の反 応 に関 す る記述 として最 も妥 当 な の は どれか。

、1.ヒ トの耳 におい て は,音(音 波)の 刺激 が鼓膜 を振動 させ,そ れが 中耳 か ら内耳 へ と伝 わ る。音
,＼

の高低 は音波の振幅の違いで生じ,振 幅の大きい音波ほど鼓膜を大きく振動させることにより高

音 と感覚される。また,内 耳には前庭 と半規管があり,前 者では,リ ンパ液の動きで回転運動の

方向や速さを,後 者では,平 衡石の動きでからだの傾きや重力の方向を捉える。

鹸 トの血液中に含まれるグルコースのこと麺 轄 という。蜷 はその増灘 むご日纏
　 ノ＼di部や鍾

にフィードバックされ,A、'"e■ ホル五ン刎 軌靱 調節さ轟 ることで一定

の範囲に維持されている'。血糖量1加 時に1愈 が分泌され,逆 に撫 纏P

c_D,ア蘇 アン,糖 垂露)ド が分泌される。

3.動 物の行動には生得的な本能行動や習得的な行動炉ある。本能行動の一つに刷 り込みがあり,

アヒルのひなが,ふ 化後 まもなくの時期に見た動 く物体を記憶し追従することなどが挙げられる。

また,動 物によっては,化 学物質を分泌して同種の個体に特有の本能行動を引き起こすものがあ

る。このうち,フ ェロモンと呼ぼれる化学物質は,生 殖行動の場合に限って分泌される。

,4.植 物の光合成速度は,見 かけの光合成速度から呼吸速度を差し引いたものであり,光 の強さや
～

温度などの環境要因のうち最も不足している要因によって決定される。一般 的な緑葉の植物の光

合成に有効な波長の光は緑色光であり,こ れらの光がクロロフィルなどの光合成色素に吸収され

るため,植 物の葉が緑色に見えている。

解∴鍵蒙鯵1搬購縫集讐黙 二}L諜臨 禦二藷あ鷲鱒
よ うに気孔 を開 くと きに は,植 物 ホルモ ンで あ るア ブシ シ ン酸 が 作用 してい る。 ア ブ シシ ン酸 に

は この ほか,種 子 の発 芽 や落 葉 ・落果 を促進 す る働 きが あ る。

＼
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[No.34】 武家政権の成立に至るまでの武士の歴史に関する記述 として最も妥当なのはどれか。

1.中 央において藤原氏の北家の頼通が摂政 ・関白となって権勢を誇っていた10世 紀半ばに,東

国と西国において平将門と藤原純友がほぼ同時に反乱を起こした。これらの反乱は,中 央の貴族
こんでい ノ

に率いられた健児 と呼ばれる軍団によって鎮圧されたが,こ の後,地 方豪族である武士の勢力が
　　ヘ ア

(謎 論 、、世__起 こつ麟 の役や繧 の徴__.
＼

＼ ＼彪 蛇 国轡 を拡大していった・一方 壷 では,平 馨 が{翻 皇に緬 の

》佐/… ・ へ)足一 り,その子嘘 勲 §瀞 内海の灘 鎮圧な

どに活躍して西国に平氏の地盤を広めた。

3.12世 紀半ば,後 白河天皇と,藤 原忠通を中心とする摂関家との間で対立が深まった。この対

立は平治の乱と呼ばれる激しい争いに発展 し,武 士の勢力は,桓 武平氏は天皇方,清 和源氏は摂

関家方をそれぞれ支持することで二分された。この争いは天皇方の勝利に終わり,そ の中心で

あった平清盛の勢力が急速に拡大した。

4.平 清盛は,12世 紀後半,武 士 として初めて太政大臣になるとともに,安 徳天皇の外祖父とな

り権力をふるった。また,全 国に守護や地頭を配置して財政基盤を確保する一方,朝 鮮半島沿岸

で海賊行為を行っていた倭冠を厳しく取り締まり日宋貿易の安全を確保するなどした。 鯨

5.源 頼朝は,、権勢を誇った平氏一族を壇の浦で滅ぼした後,弟 の義経を派遣して奥州藤原氏も滅

ぼし,12世 紀末に鎌倉幕府を開いた。頼朝は,侍 所などの中央諸機関を設置するとともに有力

御家人を評定衆に任命して合議による政務を行わせる一方,最 初の本格的な武家法典である勧成
集、

敗式目を制定した。 解

町る㌫ 淵獅欝 灘 慰珊聖罧讐鎧∴
＼ ・ ノ

'
ラ に運 び中 国産 の絹 織物 や 陶磁 元"1に 運ぶ な ど,塵 几 、レア ジ 留

展開した.19世 紀末の轡 に乗じて,フ ィリピン独立運動の擁 者z辻Lド はフィリピ

ン共和国を樹立したが,ご癖 まこ 認"イ リピンを植民地と=した。
1

2.ベ トナム で は,19世 紀 初 頭,院 福 暎 が フラ ンス の援 助 を得 て 院朝 をたて た。19世 紀 半 ばに な

る と,清 がベ トナ ムへ の宗主 権 を主 張 して派兵 した た め,院 朝 の後 ろ盾 となって い た フラ ンス と

清 との戦争 にな った 。戦 況 は当初 フ ラ ンス に有 利 で あ ったが,ア フ リカ分 割 に力 を傾 注す るフ ラ

ンスが 手 を引 い たた め,ベ トナム は清 の属 国 となった 。

、3。 タ イ は,フ ラ ン スか らの軍事 介 入 を受 け,18世 紀 末 にカ ンボ ジア,ラ オ ス と ともに フ ラ ンス
＼
＼

＼ 領インドシナ連邦に編入された。フランスは,本 国の財政の立て直しのためにタイの農村でコー

ヒーやサ トウキビの強制栽培制度を導入したが,飢 饅が頻発 したことから家第にタイの国力は衰

退していった。

愚 や ドネシアでは・17世 紀初頭むごイ判 スがジャ鳴 のバタヴィアを根拠地にし・辞 料貿ヘ ノ

1易 め実権 を握
った 。 さ らに イギ リス は,ア ン ボィ ナ事件 にお いて イギ リス商 館員 がオ ラ ンダ人 に

殺 害 された こ とに反発 し,オ ラ ンダ をイ ン ドネ シアか ら締 め出 しジ ャワ島 の大半 を支配 下 とした 。

5.マ レー半 島 と ミャ ンマ ー た は,18世 紀 末 に イ ギ リス が進 出 した。 イ ギ リス は,ペ ナ ン,マ

ラ ッカ,シ ンガ ポール を入 手 し,マ レー半 島 全体 に支配 地域 を広 げ,マ レー連合 州 を結成 した 。

また,東 イ ン ド会社 をイ ン ドか ら シンガ ポー ル に移転 させ,マ レー半 島で生 産 した アヘ ン を清 に

持 ち込 む よ うに な り,ア ヘ ン戦 争 の原 因 をつ くった 。 ・
亀喉

.

＼
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〔No36】 次のA,B,Cの[二=]内 の文章は,ル ネサンス期の哲学者 ・思想家等の著作(日

本語訳)か らそれぞれ抜粋 したもので[コ の下に記載された文章は,そ の著者の思想に関す

る説明である。著者の組合せとして最も妥当なのはどれか。

A.

B.

C.

ア ダム よ,私 は お まえ に定 まった 地位 も,固 有 の顔 貌 も,特 有 の財 産 も与 えなか った。

お まえ の地 位,顔 貌,富 は,常 に 自 らの願 い と決 断 に よっ て運 ぶが いい。 あ らゆ る他 の

被造 物 の本 性 は,私 が定 めた 法則 に よっ て決 まって い る。 ただ お まえ(人 間)だ けが,全

く束 縛 を受 け ない存 在 で あ る。私 が,お まえ に委 ねた 自由意 志 に よ って,自 分 自身 を形

成 して ゆ くのだ。

存在のしかたが決定されている動物や植物 と異なり,自 分で自分のあり方を決定する直)
/意 志をも

っているところ一,人 間は世界の中心にあって,あ りとあら

ゆるものを認識し,'おのれの欲するままに.を 菱'していく であると説いた。

君主は野獣の性質樋 当に学ぶ必要がある.そ の場合,蝋 の中でゆ とラ6)に

学 ぶべ きで あ る。 とい うの は,ラ イ オ ン は策 略 の罠 か ら身 を守 れ ず,狐 は狼 か ら身 を守

れな いか らで ある。

政治は,道 徳や宗教 とは無関係に,利 己的な欲求をもつ人間の相互の間に人為的な秩序

をつくる営みであるとし・強力な権力 と知謀を行使 して統一国家を樹立する君主のあり市

を提示しだ。 ・'

戦 争 は実 に凶悪 な もので す か ら,野 獣 ど もに こそふ さわ しい。人 間 に はふ さ わ し くな

い もので す。…(そ れ は)不 正 きわ まる もので す し,キ リス トとは何 の関係 もな い不敬

冒涜 なの です 。 しか る に教 皇 た ち は一 切 を放 り出 して,戦 争 をそ の主 な仕事 に して い ま

す 。

㌧

・

嘔壷'

、

【No.37】 次のA,B,Cは,我 が国が2000年 以降に国家承認をした国に関する記述であるが,

それぞれに当てはまる国の組合せとして最 も昂当なのはどれか。

A.1一 也であったが,20世 紀後半には一"麓 実効支配を受

け,そ の後,玉 連 の管 理下 に入,2002年 に独 立 した 。 国連 に は独 立 した年 に加 盟 して い る。

同 国で は,旧 宗 主 国 で あ るポル トガ ル の統治 の影響 に よ り,住 民 の多 はカ 』 ゐ で,

一 里語 とな って い る。

B.旧 ユー ゴ ス ラ ビア解 体 後,こ'立 した"と の国家 連 合 か らのxsウ ロm

を問 う国 民投 票 の結 果 を受12006に ウ ・。 国連 に は独立 直 後 に加 盟 して い る。 同 国

は,分離独立後も複数の民族と言語を有する癒 》◎ 一 越多数派を

形 成 し,}一 ム ゐ が 次 い"多 い。 ◎

C.1965年 以来,外 交 と防 衛 ・一ユー ジー ラ鍵 に禾 る 連 合 国 で あった が,2001年 に

ニ ュー ジー ラ ン ドとの共 同宣 量 注 権1立 玉家 として外 交 を行 う こ を 盟 した 。2011年 現

在,百 玉 玉'こ 口盟 してい な いが,WHOやUNESCOな どの 国際機 関 には加 盟 して い る。

A

/4・ 勅 モ㎞ノレ

鴨 鶏 モ→
4.パ ラオ

5.東 テ ィ モ ー ル

B

アルバ ニア

モ ンテ ネグ ロ

アルバ ニア

モ ンテ ネグ ロ

アル バ ニア

C

ケイマン諸島

クック諸島

ケイマン諸島

クック諸島

パラオ

嚢 醗 ＼と久文蟻.の もとこキ リス ト教の・麺 辮 を とらえようとし,畑
へ

恥 ム の ・ を・ 列 に批 封 し,一 方 で 当時 の 宗教 改 革 の熱狂 に は批 判 的 な態 度 を とっ

た。 キ リス ト教 的 な精 神世 界 に と どま りな が ら,そ の博 愛 の精神 と,人 文 主 義 的 な教 養 に

基 づ くコスモ ポ リタ ンの立 場 か ら,キ リス ト教 国家 の和合 と平 和 を説 い た。・。
＼

A

工 、ピ コ=デ ラ=ミ ラ ン ドラ
＼_ノ

2.ピ コ=デ ラ=ミ ラ ン ドラ

r寓 ピ コ=デ ラーミラ ン ドラ
　 ド

4.ダ ン テ

5.ダ ン テ

B

マ キ ャヴ ェ リ

トマス=モ ァ

マ キ ャヴ ェ リ

トマ ス=モ ア

マ キ ャヴ ェ リ

一』35一
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C

ル タ ー

ル タ ー

エ ラ スム ス

エ ラ スムス

トマ ス=モ ア
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い

匿Not38】 次は我が国の逼i挙制度に関する記述であるが,下 線部(a)～(e)のうち,妥 当なもののみを

挙げているのはどれか。

間接民主制(代議制)を採用している我が国において,選 挙は国民にとっで政治に参加する最も重

要な機会である。国民の意思が公的に表明されるという意味において選挙は民主政治の根幹である

といえる。 したがって,選 挙における公正な意思の表明を担保するために,(a)直接選挙 ・普通選

挙 ・平等選挙 ・記名選挙を原則とする民主的な選挙制度が常に確保されていなければならない。

我が国において民主的な選挙制度の原則が完全に確立したのは,第 二次世界大戦が終結してから

である。1890年 に初めて実施された衆議院議員総選挙における有権者の資格には厳しい制限が課

せられていた。その後(礪 こ一 に選挙権が与えられ,(ciSli5)ipにば満20rt

反三あ房安に選挙権が与えられて,普 通選肇制度が確立した。

選挙においては,国 民の意思をどのように議会における議席数に反映させるかという選挙区制の

問題も重要である。選挙区制には,小 選挙区制,大 選挙区制,比 例代表制などがあるが,現 在の我

が国の国政選挙においては,(c)衆議院では,小 選挙区で落選した惜敗率の高い候補者が比例区で復

活当選する小選挙区比例代表併用制が採用され,参 議院では,都 道府県単位の選挙区制 と地方ブ

ロ ック単 位 の比例 代 表制 が採 用 され てい る。,、

一現在 の我 が 国の選挙 制度 につ いて は,解 決 され な けれ ば な らない課 題 もあ る。 そ の一 つが 議員 定t:

数 不均 衡 の 問題 で あ る。法 の下 の平等 な どの憲 法上 の要請 か らす る と,一 票 の価値 に格差 が ある こ

黒 タ
とは望 ま しい ことで はな い。 この点 につ い て,.2011年3月 の最 高 裁判 所 の判 決 で は,-2008年8月

30日 施 行 の衆 議 院議 員総 選 挙 の小 選挙 区 にお い て,(d)各 都 道府 県 に1議 席 を配 分 した上 で 残 りを

人 口比 で割 り振 るい わ ゆ る(て騰 に よ る区割 りは,翻 ㌦西 直Wん ・之に 反土 る状 、

能 こ い として,同 方式 を'沸 亟 直 ・強 要請に血なう立法措置を講

[No.39】 国際連合に関する記述》して最も妥当なのはどれか。

1.第 二次世界大戦中の1941年,ウ ィルソン米大統領 とチャーチル英首相の太平洋憲章をもとに,

パ リ講和会議で国際連合憲章が作成され,1945年 に国際連合は発足した。第二次世界大戦 を防

げなかった国際連盟の反省を踏まえ,国 際連合では,重 大な違法行為を行 う国に対して軍事行動

をとることができ,ま た,発 展途上国の意思を尊重して意思決定を原則,全 会一致制とした。

2.米 ・英 ・露 ・仏 ・中の5大 国は,国 際連合の中心機関である総会において,決 議の成立を拒否

しうる権利を有してお り,こ れまで拒否権は米,英,中 が行使してきたが,露 仏は行使した こ

とがない。また,経 済社会理事会は,社 会 ・経済 ・文化 ・教育等の国際問題の重大な違反国に対

して勧告することができ,従 わない場合,違 反国は国連総会での投票権を失 うこととされている。

3.国 際連合の事務総長は,国 際紛争の発生や拡大を防ぐために,安 全保障理事会からの委託を受

けた場合に調停を行うことを重要な職務の一つとしており,加 盟国は事務総長が示す調停案に従

わなければならないことが国連憲章に定められている。事務総長はその職務二の公平性等を確保す

る観点から安全保障理事会の非常任理事国から選出され,再 選は禁止されている。

4d国 際連合の専門機関として,各 国民の栄養 と生活水準の向上,農 林水産物の増産 と分配の改善
『 を図

るWIPO,世 界の難民に国際的保護 と援助活動を行うFAO,知 的所有権(特許 ・商標など

の工業所有権,文 学 ・芸術などの著作権)を守るUNDP,発 展途上国に対する技術協力 とその条

件整備のための援助を行うUNHCRな どがある。
沿

(＼5個 腱 舗 ・鞭 磯 麹麹 ヒといった講 のほ巌 全保腱 事会の理錘 騰
説 つい の 。_を 抱 えて い る。 また,国 際連 合 の地域 ・民族 紛争 へ の 関わ り方 も問題 とな って

お り,曝2次 ソマ リア活 で は,当 事 国 の 盲音 え ノPKOの 部一 紛 のpa21i#KllLgtL.

朱敗 した。

じ一 ← ∫・

このほかにも,選 挙権行使年齢の引き下げや選挙運動の制限の是非など,様 々な問題が議論され

ている。このうち,選 挙運動の制限については,(e)これまで公職選挙法で禁止されてきた戸別訪問
し

と個 人 演説 会 斌 同法 の改 正 に よ り2011年 まで にす べて解 禁 された。t,ぐ
夢

1.(a),(b)

2.(a),(e)

③(b),(d)

生)(c))(d)

5.(c),(e)
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〔No.40】 近 年 の世 界 経済 に関 す る次 の記述A～Dの うち,妥 当 な もの のみ を挙 げて い るの は どれ

か 。

A.趣 では,財 政赤字が過小評価であった1統 註 蜴ttに 彦正さ並たことから,

、市場ではギリシャの財政状況に対する不信の念が高まり,旗 国債の利且塑 太幅に上昇

じて,ギ リシャは2010年 伎塾 趣 塗 融支i援を堂 け至 こととなった。財政不安はユー

ロ圏の他国にも及帆2011年 までに愈 及びボ癌 も盲様にEUびIMFの 、
一}

融支援一を受髄 こととなった。

B・厘 う ま源 油や天然ガスなどの一 嫡 源 こ々恵まれており・2… 年代に入って堅調な成

長 を続 け て きた が,2008年 後 半 か らの瞭'イ の葱 や リー マ ンシ ョ ック後 の世 界 金 融 危 機'ジ

の影 響 に よ り・2009年 の実質GDP成 長 率 は(秘 近 いマ イナ ス成 長 とな った 。 その律 は,原 油

価格 が 回復 して きた こ ともあ り,2010に は プラ ス'に ㈲ ヨした。

C.ア メ リカ合 衆 国 では,リ ー マ ン シ ョック後 に所 得税 減税,政 府 投 資 の拡 大 な どの財 政 面か ら

の景 気刺 激 を行 っ たが,物 価上 昇 懸念 か ら,2009年 か ら2010年 にか けて政策 金 利 を累 次 にわ

た り引 き上 げ るな ど金融 引 き締 め策 が と られ た た め,実 質GDP成 長率 は2009年,2010年 と

2年 連 続 のマ イ ナ ス成 長 となった 。

D.中 国で は,リ ーマ ン シ ョ ック前 は年率10%程 度 の 高 成 長 を続 けて いた が,リ ーマ ン シ ョッ

ク後 に輸 出が 激減 した こ とか ら,2009年 の実 質GDP成 長率 は3%程 度 に まで落 ち込 ん だ。沖

国政 府 は,通 貨 「元」の持 続 的 な切 下 げ な どの輸 出振興 策 を と疹 た こ とか ら2010年 半 ば か ら輸

出 も回復 して きて お り,実 質GDP成 長 率 も2010年 には7%程 度 まで 回復 して きた。'じ

G).,,ks'
2.A,C

3.A,D

く4.lrB,C
＼ _ノ

5.C,D

ノ

＼

ノ

＼

、

〔

壌

〆
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C2 24 法 律

専門(多肢選択式)試験問題

注 意 事 項

1.問 題 は49題(54ペ ージ)あ ります。

問題 は必須 問題31題(Noe1～No.31)と 選択 問題18題(No.32

～No 。49)に分かれています。選択 問題 については任意の9題 を解

答 し,必 須問題 と合計 して40題 を解答 して ≦ださい。

一 なお,選 択問題 について は,9題 を超 えて解答 して も超 えた分に

ついて は採点 され ません。'

2.解 答時間は正味3時 間30分 です。

3.こ の問題集 は,本 試験種 目終了後 に持ち帰 りがで きます。

4.本 試験種 目の途中で退室する場合 は,退 室時の問題集の持 ち帰 り

はできませんが,希 望す る方 には後ほ ど渡 します。別途試験官の指

示に従 って ください。なお,試 験時間中に,こ の問題集 を切 り取っ

た り,転 記 した りしないで くだ さい。

5.下 欄 に受験番号等 を記入 して くだ さい。

第1次 試験地

盛所 き

試験の区分

法 律

受験番号

亨02メ

氏 名

_一.イ ー 芝 ㌔

二沸'霧 〆 郎

'指 示 があ る まで 中を開いて はいけ ませ ん。

途中で退室する場合………本試験種目終了後の問題集の持ち帰りを 希望 しない



[No。1】 憲法第13条 が定める幸福追求権から導き出される具体的権利 として主張されているも

のの一つに之ライバシーの権利がある。これに関するア～オの記述のうち,判 例に照らし,妥 当な

もののみを全て挙げているのはどれか。

ア.憲 法第13条 は,国 民の私生活上の自由が,警 察権等の国家権力の行使に対 しても保護され

るべきことを規定しているものということができるが,本 人の承諾なしにみだりにその容貌 ・

姿態を撮影されない自由は㌧この私生活上の自由とまではいうそセがでぎず,犯 罪捜査の必要

上警察官が行う写真撮影は,そ の対象の中に,犯 人の近 くにいたためこれを除外できない状況

にある第三者の容貌 ・姿態が本人の同意な く含まれることになっても,憲 法第13条 に違反し

ない。

イ.趣 麺 垂細 は人の名誉 ≡ に酵 に関わ 顯 であり揃 科及び犯罪鯉 のある者

もこれを εりに公開されないという賜 の 護に値する利益を有し い のであって,市

区町村長は,曄_の 調査の こめ こf'管 する犯罪人名簿に記載されている前$S及び犯罪

、 だ こ'・〉いして カ ない

ソウ.速 度違反車両の自動撮影を行う自動速度監視装置により速度違反車両の運転者の容貌を写真

撮影することは,犯 罪の証拠保全 という目的は正当であるものの,運 転者の近くにいる同乗者

の容貌をも撮影することにつながりかねないため,そ の方法は,一 般的に許容される限度を超

えない相当なものということはできず,憲 法第13条 の趣旨に反し,許 されない。

エ.大 学が外国国賓による講演会の主催者として学生から参加者を募る際に収集した参加申込者

の学籍番号,氏 名,住 所及び電話番号に係る情報は,思 想信条の自由等とは無関係であって,

他者に対して完全に秘医されるべき情報ではなく,プ ライバシーに係る情報 として法的保護の

対象となるものではなく,大 学がこれらの情報を本人に無断で警察に開示した行為は,国 賓に

よる講演会の警備の必要性が極めて高いものであったということに鑑みても,プ ライバシーを

侵害するものとして不法行為を構成するとはいえない。

オ.'基 本台帳ネットワークシステ こ 懲 ・lk認1董 脳 固人」変匹面

ぴ晦 るよ ゑな秘匿性の高い偉 い 〉",ま た,同 システムのシステム技術上の不備や法

制度上の不備によって本人確認情報が 令等の根拠に基づかずに又は匡当亙行政旦的の範囲差曳
一

脱し 伸三 に 示 は八表される具体的な迄 § じてい と い〉 噸,行政機関が同シ

ステムにより住民の本人確認情報を管理 ・利用等する行為は,'訪 主 がこれに盲意 していえ

脇 隠憲法篁ユ隆 の保障する個人に関する情報をみだ りに第三者に開示又は公表され
ノ

ない自由を侵害するものではない。 一
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KNo.2】 法の下の平等に関するア～エの記述のうち,妥 当なもののみを全て挙げているのはどれ

か。ただし,以 下に示す法令は,そ の事件当時のものである。

ア.衆 議院小選挙区選出議員の選挙についてのいわゆる1人 別枠方式を含む区割基準を定める衆

議院議員選挙区画定審議会設置法及び同基準に従って選挙区割 りを定める公職選挙法の規定の

合憲性に関し,最 高裁判所 は,平 成21年8月 施行の衆議院議員総選挙時(注)に おいて,い わ

ゆる1人 別枠方式に係る基準は,憲 法の投票価値の平等の要求に反する状態に至っており,ま

た,憲 法上要求される合理的期間内の是正が行われなかったものと評価せざるを得ず,同 基準

に従って改定された選挙区割規定は,憲 法第14条 第1項 に違反するものであったが,選 挙の

効力については,い わゆる事情判決の制度の基礎に存するものと解すべき一般的な法の基本原

則に従い,無 効 としない旨判示した。

、イ .日 玉 と 玉国人との 酎の公マ就任に系石愈)ム 憲1に つい一G最 高裁判所は,国 民主権

の原理に基づき,国 及び普通地方公共団体による統治の在 り方については日本国の統治者とし

ての玉 が日終・な責f角 〉べきmaし,地 方公務員のうち,住EonreN

義務一 舟 を確定するなどの八 炉 に当たる行為をオーい し は並

通圭也方公共団体の重面え 雑 こ[す る決定を行聾 これ。らに参画するこ を職務嚢

の(以下「公権力行使等地方公務員」という。)については,。、、旺とし 玉 日.§

就任一 るとみるべきであり,普 通地方公共団体が,公 権力行使等地方公

務員の職とこれに昇任するのに必要な職務経験を積むために経るべき職とを包含する一体的な

管理職の任用制度を構築した上で,日 本国民である ・糧 に ・て篁 理職に晃任一

ることとする措酵 ことは・鯉 的な理由に基づく区男亘であって慮 麹 搬

違反するものではない旨"1示 ・。

'ウ。いわゆる尊属殺加罰規定及び尊属傷害致死加罰規定の合憲性について,最 高裁判所は・尊属

に対する尊重報恩は,社 会生活上の基本的道義であって,こ のような普遍的倫理の維持は,刑

法上の保護に値するから;尊 属に対する殺害及び傷害致死を通常の殺人及び傷害致死よりも重

く処罰する規定を設けたとしても,直 ちに合理的根拠を欠くものと断ずることはできないが,

これらに対する刑罰加重の程度は極端であり,そ の立法目的達成のため必要な限度をはるかに

超 え,尊 属殺加罰規定及び尊属傷害致死加罰規定は,そ れぞれ普通殺人罪及び普通傷害致死罪

の法定刑に比し著しく不合理な差別的取 り扱いをするものであり,い ずれも憲法第14条 第1

項に違反して無効である旨判示した。

天 工.法 律上の婚姻関係にない日本国民である父と日本国民でない母 との間に出生し,出 生後に父

か ら認知された子に関し,国i籍 法上,父 母の婚姻により嫡出子たる身分を取得 した(準正の

あった)者に限り届出による日本国籍の取得を認めることによって,認 知されたにとどまる子

と準正のあった子 との間に日本国籍の取得に関する区別を生じさせることについて,最 高裁判

所は,国 家の構成員 としての資格である国籍の得喪に関する要件をどのように定めるかは,立

法府の高度な政治的判断に基づく広範な裁量判断に属する事項であり,憲 法第14条 第1項 に

違反するものとはいえない旨判示 した。
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(注)こ の時の小選挙区選挙における選挙区間の選挙人i数の最大較差は1対2.304で あった。

(参考)衆 議院議員選挙区画定審議会設置法

(改定案の作成の基準)

第3条 前条の規定による改定案の作成は,各 選挙区の人口の均衡を図り,各 選挙区の人口(官報

で公示された最近の国勢調査又はこれに準ずる全国的な人口調査の結果による人口をいう。以下

同じ。)のうち,そ の最も多いものを最も少ないもので除して得た数が二以上 とならないようにす

ることを基本とし,行 政区画,地 勢 交通等の事時を総合的に考慮して合理的に行わなければな

らない。

2前 項の改定案の作成に当たっては,各 都道府県の区域内の衆議院小選挙区選出議員の選挙区の

数は,一 に,公 職選挙法(昭和25年 法律第100号)第4条 第1項 に規定する衆議院小選挙区選出

議員の定i数に相当するi数から都道府県の数を控除したi数を人口に比例して各都道府県に配当した

数を加えた数とする。

3



[No.3〕 思想 及 び良 心 の 自由 に関す るア～ エ の記 述 の うち,判 例 に照 らし,妥 当 な もの の み を全

て挙 げて い るの は どれ か。

一一・-9..ア.憲 法 第19条 にい う「良 心 の 自由」とは,単 に事物 に関す る是非 弁別 の 内心 的 自由 の みな らず,

か か る是非 弁別 の判 断 に関す る事 項 を外部 に表 現 す る 自由や その よ うな事 項 を表 現 しな い 自由

を も包 含 す るた め,裁 判所 が,名 誉殿 損 の加 害者 に対 し,事 態 の真 相 を告 白す るに とどま らず,

陳謝 の意 を表 明 す る内容 の謝 罪広 告 を新 聞紙 に掲 載 す る こ とを命 ず る こ とは,同 条 に違反 す る。

イ慮 麺 塾 磯 定は・国又訟 姻 体の統澄鋤 醐 逸 鰍 曝 麹 な舳 聾 鐘壁

巨的1に出蝕 ので,専ら国又は公共団体と個人との関係を規律するものでありド匪 ㊧の関

係を直接夫律することを{一

覧 ウ.不 当労働行為に対する救済命令 として,労 働委員会が使用者たる社団に対 し,単 に社団の行

為が労働委員会によって不当労働行為と認定された旨を周知する文言を公示することのみなら

ず,「深 く反省するとともに今後,再 びかかる行為を繰 り返さないことを誓約 します。」との文

言をも公示することを命ずることは,た とえそれが同種行為を繰り返さない旨の約束文言を強

調する意味を有するにすぎないものであっても,陳 謝 反省等の倫理的な意思表明を強制する

魂(》 アも・セ1(聖 こ十 鰭1(友 一)・ア≧吾F#r-一 ア

KNo.4】 経 済 的 自由権 に関 す るア～ オの記 述 の うち,判 例 に照 らし,妥 当 な もの の みを全 て挙 げ

て い るの は どれ か。

し・ア .一 般 に欄 業 の許 可制 は,単 な る職 業 活動 の内容 及 び 態様 に対 す る規制 を超 えて,狭 義 におヴ　
る職業の選択の自由そのも鑓1監 をEWtL¢}で,職 業の自由に対する強力な制限であるか一
ら,そ の合憲性を血{し 得るためには 。、則として 面な公共の利益のために必要かつ合理

的雄 置であ螢Lる 。

ゾイ.公 衆硲場法による公衆浴場の適正配置規制は,既 存公衆浴場業者の経営の安定を図ることに

より,そ の経営を健全ならしめ,ひ いては衛生設備を充実させることをその目的としているが,

自由競争原理による経済体制下においては,逆 に競争によって衛生設備の向上が図られること

は容易に肯認し得るし,ま た衛生設備の低下に対しては行政上の監督によるほか許可の取消し

という手段によって対処することができ,衛 生上の基準に係 る許可条件の上に地域的制限を行

うことの必要性及び合理性を見いだすことはできず,憲 法第22条 に違反する。

ウ.(憲法第22条 第2ノ 、 「外国に移住する自由」には外国へ 時h`'=す る1解
～ 一一 一 ψ

躯 きであるが,外 国旅行の自由も公共の福祉のために合理 ・なiこ"鴻

り、楡操挙給桝 巨否することができる場合 として。旅券法(当時)が「著 し二且2直 接Z且 杢国


